
ポストコロナ社会の新たなパラダイム

Post-Corona City Alliance
ポスト・コロナ・シティ・アライアンス

Post-Corona Industry 構想
ポスト・コロナ産業

New Normal Service
ニュー・ノーマル・サービス

新たな次元の産官学連携・自治体連携・異業種連携
Proof of“Concept”テストベッドを活用した新たな地方創生
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“The World’s Cities in 2016” - United Nations

54.5 % ( In  2016 ) → 60.0 % ( By 2030)

●● % of the world’s population lived in urban settlements…

The Number of “megacities”(more than 10 million inhabitants)

31 ( In  2016 ) → 41( By 2030)

ポストコロナ社会における首都圏/地方の再定義 w/スーパーシティ・スマートシティ

大阪都構想
東京首都圏

ONE KYUSHU宣言

自然首都圏
主要都市圏に近接する自然
豊かな都市機能を有する圏域

感染症に脆弱な首都圏→都市の構造変化
統治機構の変化：新たな地方分権モデル
ネットワーク空間で常時接続した「分散化」

ONE TOKAI

仮想市民

有史以来はじめて人類が時間と場所の
束縛から解放されつつある

仮想市民レイヤーが新たに加わった多都市居住
認知限界・限定合理性により自らの情報を信託

して享受するNew Normal Serviceの台頭
改めて問われる「幸福度」という指標

「まち」が丸ごとポストコロナ社会を支える産業インキュベーターに
スーパ－/スマートシティ推進による新たなイノベーションエコシステムの創出

ま
ち

ひ
と
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地域未来構想20
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地域未来構想20オープンラボ
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スーパーシティ/スマートシティ
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スマートシティ推進の困難さ
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42

（出典）国土交通省「国土のグランドデザイン２０５０」(2014.07国土交通省策定)

実空間とサイバー空間双方をマネジメントする困難さ

コロナショックにより、市民のライフスタイル・価値基準に大幅な変化が表れている

空間的特徴 時間的特徴 マネジメント

ライフスタイル（時間・空間の束縛からの解放へ）

勤労・生活空間分離 から
ワーケーション・シェアリングエコノミーへ

従来型都市計画（工学系都市開発）

これからの都市計画（複雑系都市開発）
空間的価値の最大化

Physical空間
工学系

静的
Static

Area 
Management

Cyber空間
複雑系

×

動的
Dynamic

(Real Time)

Data 
Management

× ×
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街づくりのプロセスイノベーション

都市計画も変わる
Smart Planning

街づくり×オープンイノベーション

調達方法も多様に
PCP / STiR

日本版SBIR（改）
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都市計画部局とICT部局との連携が弱い or 皆無。
街づくりに係るICT人材の不足。

これまでの街づくり・都市開発プロセス

基
本
構
想

基
本
計
画

導
入
可
能
性
調
査

実
施
方
針
公
表

民
間
事
業
者
の
募
集

（
入
札
告
示）

特
定
事
業
選
定

審

査

落
札
者
決
定

事
業
契
約
締
結

不
動

産
：
D

ev
el

o
p
er

設
計

：
設

計
事

務
所

設
備

・
調

達
先

：
IC

T
事

業
者

等

施
工

：
G
en

er
a
l 
C
o
n
tr

a
ct

o
r

研究者や有識者より研究・民間情報等をINPUT。
しかしながら建設・設計土木色が強く、最新のICT要素のINPUTが少ない or 皆無。

計画段階で民間のノウハウが入るものの、主に建設コンサル・PFI
アドバイザーによる民間事業手法の活用検討・VFM算出の為、
ICT施策が十分に反映されていない。

４８(カ月)３６２４１２０

自治体主導

民間からの意見招請

委員会

住民参
画

委員会

住民参
画

ICT関連サービスを想定した仕様
の落とし込みができない。

街づくりへのICT関連事業者の関
与機会が設計・施工段階になるま
で少なく、結果、高コスト構造にな
る（ベンダーロック等が発生）。

基本構想から実施方針を公表するまでに、２～３年程度、まちびらき（竣工）まで５年以上を要し、ICT関連技術やサ
ービス、ビジネスモデルの急速な発展により、まちびらき時点で、基本構想や基本計画は旧態依然としたものとなる。

手
続
き
を
簡
易
化
し
た

P
F
I

手
法
に
よ
る
街
づ
く
り

完璧なまでのウォーターフォール型開発
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これからのスマートシティ開発プロセスの在り方

４８(カ月)３６２４１２０

今
後
あ
る
べ
き

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
プ
ロ
セ
ス

基
本
構
想

基
本
計
画

導
入
可
能
性
調
査

自治体主導

委員会 実
施
方
針
公
表

民
間
事
業
者
の
募
集

（
入
札
告
示）

特
定
事
業
選
定

審

査

落
札
者
決
定

事
業
契
約
締
結

民間からの意見招請

委員会

リビング・ラボ（Living Lab）：住民との共創拠点

開
発

③常に新たなアイデア・技術を住民を巻き込んだProof Of Concept（POC）を実施し、街づくりに反映できる体制作りを。

----
----
----
----
--

方針
指針

積極的な情報提
供・参照体制を

ICT関連事業者
スタートアップ

アーティスト・デザイナ
ー

クリエイター等

ICT関連事業者・スタートアップ企業等が基本構想の策定段階
（上流工程）から関与し、 ICT基盤の設計思想やサービス創出
の仕掛けを反映する仕組みの構築が重要

①中央と地方の関
係

②ICT関連事業者やスタートアップ等の多様なステークホルダ
ーが街づくりの上流工程へ積極関与できる仕組みを。

スマートシティ政策がようやく内閣府中心に各省まとまりつつある。

アジャイル開発＋ウォーターフォール型開発のMIX
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Spain / Barcelona
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Spain / Barcelona
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PCP（Pre-Commercial Procurement / 商用前調達）：デンマーク
STiR（Startup in Residence）：アムステルダム・サンフランシスコ

Smart City × Open Innovation
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我が国でも内閣府中心に公共調達のスタートアップへの解放も進みつつある。
まちづくりをテーマにしたチャレンジプロジェクトも各地で増加

日本版SBIR（改）
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SBIR(Small Business Innovation Research)

2020年6月17日
科学技術・イノベーション活性化法 改正案可決

日本版SBIR制度の抜本改革が開始
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課題オリエンティッドのスマー
トシティの考え方と同様。
政策課題・調達ニーズの明確化

政策体系を整理すれば、産業政策
と地域課題解決双方を同時に解決
するアプローチも考えられる。
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Service / Application

地域課題

住民QoL向上
来訪者の満足度向上

Startups

Public Sector

Private Sector

Living Lab.

空間的価値の向上

「街が丸ごと」ポストコロナ産業インキュベーター
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インキュベーターとしての

「都市」

イノベーション・エコシステムとしての

「スーパーシティ/スマートシティ戦略」
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グローバル拠点都市
スタートアップ・エコシステム 東京コンソーシアム

Central Japan Startup Ecosystem Consortium
大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム
福岡スタートアップ・コンソーシアム

推進拠点都市
札幌・北海道スタートアップ・エコシステム推進協議会

仙台スタートアップ・エコシステム推進協議会
広島地域イノベーション戦略推進会議

北九州市SDGsスタートアップエコシステムコンソーシアム

スタートアップ・エコシステム拠点都市の選定
令和2年7月14日
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www.ori-project.hdsc.city/home

Hamamatsu Open Regional Innovation Project
“デジタル・スマートシティ浜松”
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